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P＆6 米国 　　　　1oan量ene シャンプー、リンス 嗜好やニーズに合った商品
Tide，　Ariel洗剤
Pampers紙おむつ
フィリップモリス 米国 Marlboro煙草 1本4円程度
コカコーラ 米国 CocrCola炭酸飲料 1本40円程度
7イリピンの炭酸飲料
は1本14円程度
大日本除虫菊 …日本 KINCHO蚊取練香 1個から販売
メントス オランダ MentOSキャンディ＿　　　1 個装、1個2円程度
出所：筆者作成。
　Micro－Distributorship（MD）Programというものもあり，これは，高校卒業以上の無職の人々
に対するプログラムであって，小規模事業主として，ネスレ商品をサリサリストアに売るトレーニ
ングを行う。既存の卸売業者ではカバーできない人口密集地の小規模ストアに販売する役目を持つ。
　Uniliver　Philippinesは，栄養や衛生，パーソナルケアといった日常のニーズを満たすことを目
的とした一般消費財メーカーであり，それぞれの分野で多くのブランドを持つ。社会貢献活動にも
力を入れており，ボランティアで従業員や近隣の人々，学生を募りマニラ湾の清掃等を行う。環境
に配慮したリサイクル可能なパッケージ開発も行う。
　ユニリーバの個々のブランドはフィリピン社会に浸透している。Knorrでは色々な乾燥調味料製
品を提供することで，野菜を使った栄養バラソスの富んだ料理を紹介する。子供が栄養不良になり
がちなフィリピソでは，Meaty　Pang－gisa　Mixという肉風味と乾燥野菜が豊かな製品を始めた。フ
ィリピン料理独特の魚介類を醗酵した「シニガン」スープの素も販売する。Liptonではバニラ風
味でミルクと砂糖入りのフィリピソ人好みの紅茶を販売する。Cream　Silkは1984年にフィリピン
市場に参入したヘアケア製品だ。フィリピソ女性の髪質に合わせたフィリピソだけのコンディショ
ナーブラソドである。パッケージの写真にあるような美しいロソグヘアーに憧れるフィリピン女性
の人気を得ている。Surf　Excelはすすぎが不要な洗濯洗剤である。欧米だけでなくフィリピソで
も馴染み深い洗濯洗剤Surfの拡張ブランドだ。フィリピンの中でも水の供給が乏しい地域の消費
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者向けに開発された。
　ネスレとユニリーバは，現地独立法人を持ちフィリピソ人の嗜好や状況に合わせた商品を提供す
る。ネスレでは価格を下げるための努力や流通の工夫，そして雇用の創出を目指しており，BOP
ビジネスの典型事例であると言える。ユニリーバの特徴としては，栄養不良や水不足といったフィ
リピソの社会課題に適応した商品開発を目指していることが挙げられる。また，地域の環境改善の
取組みを社会貢献活動として実施する。
1V　考察
　本研究では，貧困者の課題解決と利益追求ビジネスを同時達成するBOPビジネスの提唱者であ
るPrahalad，　Hart，　Hammondや反BOPビジネスの立場にあるKarnaniを中心に，　BOPビジネス
を考察し，事例分析によってBOPビジネスの成功要因を探った。
　Prahalad等によるBOPビジネスの提唱は，これまでの貧困者に「与える」という考え方を180
度改めさせた。企業は潜在的なボリュームゾーソであるBOP層をターゲットとすることで，「企
業利益と社会利益の同時実現」（菅原，2010）をめざすことができる。多国i籍企業が一方的な搾取
をするのではなく，BOP．層の人々が自ら富を創造する機会を作ることによって貧困削減をするこ
とが可能となる（Prahalad，2004）。企業は消費者に対して，現地の雇用や安全な商品提供といっ
た社会的責任を果たすとともに，地域の環境に対して持続性を考慮することが必要である。
　BOPビジネスの考察から，　BOPビジネスの基本概念は企業が富を築き（経常利益の創出），同
時にBOP層の社会的課題の解決をすることであることが導き出された。この社会的課題の解決に
は，経済的な自立の仕組み，インフラの発達，技術の享受，雇用の創出，生活の利便を生むことが
有効である。BOPビジネスの成功要因としては，土着化，市場作り，現地化，連携が挙げられ
る。まず販売方法や支払い，流通といった商品・サービスの購入を可能にする仕組みが必要であ
る。第二に，求めやすい価格やニーズにあった商品によって市場作りをすることが挙げられる。そ
のためには，製品開発，サービス，技術，ビジネスモデルの創意工夫が求められる。第三に現地の
人々を雇用することによって代理店やフランチャイズを実施する現地化，第四に政府やNGO，多
様な利害関係者との連携であると言える。BOPビジネスの事例分析からは，衛生環境の改善とい
うBOP層の生活改善に結びついた商品特性や買い求めやすい少量パヅケージ，土着化による情報
収集，消費者教育を含んだ販売方法，現地の労働力を生かした流通や販売の仕組み等がBOPビジ
ネスの成功要因であると分かる。
　また，フィリピソを取り上げて，BOP層の生活や消費活動，小規模商店のサリサリストアで見
られる商品に着目し，フィリピソ市場におけるBOPビジネスの可能性について考察した。これま
で多くの企業が，フィリピソを生産地，組立加工地として位置づけ，安い労働力や原材料によって
低コストで生産し，利潤を上げてきた。しかし，既存市場の飽和や新興国企業の登場によって，新
しいマーケットが必要であり，従来，顧客とは見なされなかった途上国のBOP層への取り組みが
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不可欠だ。BOPビジネスにあたって困難を伴うことも多いだろうが，フィリピンでは若年人口が
増加し続けており，労働力や消費力に期待できる。製品やサービスが十分に行き渡っておらず，多
国籍企業の参入余地がある。都市スラムは人口密集地でもある。しかし，貧困地域や農漁村が点在
していること，十分な現金収入がないことなどから，企業が貧困層をターゲットとして利益を上げ
るためには，流通や支払条件，組織販売等，工夫が必要である。
　サリサリストアにおける多国籍企業の事例にも見られるように，地元企業のビジネス手法を取り
入れ，顧客ニーズをとらえて顧客が購入可能なシステムや価格を提供する。同時に，社会的課題
を見出して解決しようと試みることが重要だ。
　ネスレの事例は，少量パッケージの他に技術支援，職業訓練，事業者の独立支援，農家との直接
取引，流通網の構築といった特徴があり皿節で挙げたSCジョンソンやバタ，コカ・コーラの事例
と類似性がある。ユニリーバの事例は，少量パッケージや現地適応化させた商品であることが現地
で受け入れられた理由であろう。両社の商品は生活に密着しており，現地独立法人を持つことによ
って，フィリピン人の嗜好や状況をつかんで商品を提供している。また，プラソドカを持つだけで
なく，ネスレでは価格を下げるための努力や流通の工夫，雇用の創出を，ユニリーバでは栄養不良
や水不足といった社会課題に適応した商品開発を目指して地域の環境改善の取組みを行っている。
　現在は，サリサリストアの店主が近隣のマーケットから商品を調達しているケースが多いが，ネ
スレのように多国籍企業が地元の人々を雇用し，サリサリストアの各店舗に営業・納入するといっ
た仕組みを導入可能ならば，地元の雇用が生み出され，サリサリストアには低価格で商品が納入さ
れて，商品の取り扱い店舗が広がると考えられる。BOP層も企業もWin　Winの関係を得ることが
出来る。貧困層は世界中に多数存在しており，抜本的な解決策が求められる。企業の投資によって
貧困層に自立の機会やよりよい生活環境を与えることができるビジネスは理想的である。現地調査
においても，生活環境の改善や現金収入を得る機会や仕組みが必要であると実感した。
V　結びとして
　国連が掲げたミレニアム開発目標（MDGs）にあるように，貧困削減が国際社会の緊急の課題で
ある。企業にも途上国への投資によって社会的課題の解決が求められており，貧困削減に向けて大
きな期待が寄せられている。しかし，多国籍企業の海外操業にあたって，多くの困難がある。発展
途上国であれば，文化や言葉，習慣の違いに加えて，インフラの未整備や衛生面の問題，政治制度
や法的な枠組み，経済の違いにも直面する。
　先進国通貨と比較して貨幣価値が圧倒的に低く，最低限の収入しかないBOP層を顧客として，
企業が利益を上げることは可能だろうかと，BOPビジネスの参入時や困難に直面した時に企業は
自問するに違いない。このとき，「社会的課題の解決」や「BOP層のニーズへの対応」をする
BOPビジネスの思想が，企業のビジネスモデルの革新を推進する一助となると筆者は考える。企
業がBOP層をパートナーとして認識し，新しいビジネスエコシステム（生態系）を創造すること
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によって，従業員は社会的意義を感じ，仕事に対するモチベーションを上げ，企業の発展へと繋が
っていくのではないだろうか。
本稿では，BOPビジネスの基本概念と成功要因を導き出すとともに，　BOPビジネスやフィリピ
ン市場の可能性について考察した。今後の研究課題は，フィリピソのBOPビジネスの事例を丹念
に調査すること，市場参入やBOPビジネスにおける企業とBOP層との関わり方を詳細に研究す
ることにある。また，どんな企業努力や過程を経て，フィリピソのBOP層に商品が浸透したの
か，多国籍企業が住民の暮らしに与えた影響についても探究していきたい。
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